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めざす子ども像(15歳の姿)自己の健康管理・安全管理に努め、文武両道に根気強く取り組む生徒

11月21日（水）、肌寒く冷たい小雨の中、平成30年度教育自立圏推進公開発表会

を実施しました。市内小学校（28校）教員38名、市内中学校（15校）教員22名、

弘前市教育委員会関係者27名、中南教育事務所員4名、弘前大学関係者3名、石川

小・中学校保護者17名、石川地区関係者（学校運営協議会委員、地域コーディネ

ーター、健全育成協議会委員など）24名、石川小・中学校教職員26名、計161名が

参加し、有意義な公開発表会となりました。

公開授業

小学校１年・・・生活科「むかしのあそび」、

あかつきの会の皆様をゲストティーチャーに迎

え、地域の教育力を生かした「ひろさき卍学」

でした。

小学校２年・・・生活科「まちたんけん」、地域の教育資源

を活用し、「石川」を知るための「ひろさき卍学」でした。

小学校３年・・・中

学校英語教諭をＴ2
とした外国語活動

「アルファベットと

なかよし」

小学校４年・・・総合的な

学習の時間「ボランティア

って何？」、地域の教育資

源（白寿園）を活用し、住

みよい福祉のまちづくりに

ついて考える学習です。

４年生白寿園訪問・交流会（11/12）

小学校６年・・・保健体育「健康について考えよう～生活

習慣病の予防～」、食事・睡眠・運動が病気を防ぐことを

学びました。

中学校１年地域職場体験学習（11/1,2）

小学校５年・中学校１年合同学習・・・総合的な学習の時

間「魅力あるまちづくりプランを立てよう」、昨年度小６

の時は報告会で聞く立場だった中１が職場体験についてポ

スターセッションを行い、その後、魅力あるまちづくりに

ついて、小５の児童と共に４つの視点から意見交換しまし

た。地域と連携した小中一貫キャリア教育でＥＳＤ（持続

可能な社会づくりの担い手を育てる教育）の視点も入って

いた授業です。

①魅力あるまちに必要なのはどんな職業か
・りんごで様々な商品を作る職業、魅力をＰＲする職業・・
②魅力あるまちに必要なのはどんな学校か
・地域と関わりをもつ学校、思いやりのある生徒がいる学校・
③魅力あるまちを支えるのはどんな大人か
・未来のことを考える大人、子どもの事を考える大人・・
④魅力あるまちを担うのはどんな子どもか
・あいさつができる子ども、ボランティアができる子ども・・

保護者・地域の方々の運営面での支援もありました



「教育自立圏」推進の概要についての説明

講演

会場校代表挨拶

大沢獅子納め 第20回ふれあい授業
11月25日（日）大沢町民会館で行われま 11月29日（木）、弘前市

した。今年、大沢獅子舞保存会は第75回猿 農林部りんご課・課長補佐

賀神社奉納県下獅子踊大会大人の部で平川 成田修氏を講師とし、第20

市長賞を受賞、少年組（中学生）は県中学 回ふれあい授業を、小5～

校総合文化祭に参加し、盛大な拍手をいた 中3を対象に、「ひろさき卍

だきました。この日は、集まった地域の皆 学」の一環として行いまし

さんに、少年組（中学生4人、小学生4人） た。「君たちの夢は？」と

も今年納 いうテーマで「りんご栽培

めの舞を で夢を叶えることも可能」

披露しま なことなど、生き方につい

した。 て学ぶことができました。

中学校２年・・・学級活動(2)
「長寿日本一への道」、学年

主任、学級担任と養護教諭の

ティームティーチングで行っ

た健康教育。運動習慣の大切

さを学びました。

中学校３年・・・社会科「地方自治と私たち

～石川地区の振興策を考えよう～」、地域資

源を活用した振興策を考え、話し合い、発表

しました。地域のｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰが生徒へメッセ

ージを語るサプライズもありました。

・石川特有のマスコットを作って売る・地域の食材を使った若い

人向けのカフェを造る・弘南電車にインパクトのある装飾をイン

スタ映えする写真スポットをつくる・石川学区内に子育て支援制

度をつくる・石川で獲れた食材を利用した大仏コロッケを作る・

四季折々の大仏公園のイベントをつくる・石川史跡ツアー・スタ

ンプラリーを行う・・・・など様々なアイディアが出ました。

「地域とともにある持続可能

な学校づくり」について、目

指す子ども像の設定及び推進

の取組の考え方を中心に、先

進校視察等研修から学んでき

たことなどを紹介しました。
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中学校卒業まで
の地域行事へ
の参加・地域に
貢献した経験が
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小中学生に地域の
一員であるという自
覚や地域に貢献し
ているという自己有
用感をもたせる

「全国ＣＳ研究大会in岐阜」
パネル・ディスカッションなどより

親や先生以外の地
域の大人が子供を褒
めること、認めること

弘前大学教育学部准教授松本

大先生による「地域に根ざし

た教育を目指して～地域・学

校の連携・協働」と題した御

講演。

「地域で人を育てることが地域づくりの根幹」「地域人材を学校でリスト化し市全体で共有」「次の

次の人を育てること」「楽しむ感覚がないと長続きしない」「子どもが恩返ししたいと思えるほど、

地域に支えられているという実感をもたせること」「連携・協働は笑顔で挨拶が基本」「地域の資源

は学校、学校の資源は地域」「地域との連携・協働による化学反応の力を楽しむこと」

（要旨）「教育自立圏」を推進

するための鍵は人材だと思いま

す。石川小・中学校の実践は

「石川オリジナル」です。各中

学校区でそれぞれのオリジナル

を創造するヒントが今回の発表

にあれば幸いです。

石川小・中学校教職員のアンケート回答・・・・「教育自立圏」

を進めていく上で必要なことは？

・先生方の共通理解、意識の高揚・余裕のある人材（質と量）・校長のリ

ーダーシップ・教職員一人一人の熱意とコミュニケーション能力・計画的

な連携・地域の方々の理解と連携・教職員一人一人が教育自立圏に対する

意識をしっかりもつ・市教委の情報発信力・県教委の理解・関係者の当事

者意識（石川の子をみんなで連携して育てる意識）のさらなる向上
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